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決算説明レポート

◼ 2025年10月期 第２四半期 業績サマリー

•売上高21.3億円。営業利益3.5億円。通期業績予想に対する進捗率について、売上高は

49.7％、営業利益は55.7％を達成。

•顧客基盤の拡大と、プリントソリューション、オーダーグッズ、デジタルクリエイトの成長が業績伸長

に大きく寄与し、総合販促支援企業としての認知が加速している。

◼ 2025年10月期 業績予想

• イデイ社がグループに加わり、顧客層の拡大、提案力の強化、生産の内製化による利益率改

善等のシナジー効果の最大化を目指す。

• ZKDigimax社のAI搭載デジタルサイネージシステムを国内リテール業界をはじめとする幅広い

業界に対して拡販する。

•売上高は過去最高を更新する43.0億円、営業利益は上場来最高の6.3億円を予想。

•期末配当金は10円増配の70円を予想。

◼ 成長戦略を着実に実行し、単体の売上高と営業利益は過去最高を達成

•前期から引き続き、シェア拡大、機能拡大、領域拡大の３つの戦略を着実に実行した結果、

当社単体の売上高と営業利益は過去最高を達成した。

•第２四半期よりイデイ社の損益を連結決算に取り込み、売上規模が拡大した。
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株式会社ビーアンドピー代表取締役の和田
山でございます。
本日は当社2025年10月期決算説明会にご

参加いただき、誠にありがとうございます。
それでは、当社2025年10月期 第2四半期の
決算説明会を始めさせていただきます。

本日はご覧の5つのトピックスに合わせま
してご説明いたします。
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はじめに 2025年10月期 第2四半期の業績
サマリーをご説明いたします。

当社は株式会社イデイをグループ会社に加
えたことにより、2025年10月期から連結決
算に移行いたします。
イデイ社の「みなし取得日」としてイデイ

社の第1四半期末である2024年12月20日に設
定したため、2025年10月期第1四半期は貸借
対照表のみを連結に反映しておりましたが、
当第2四半期からはイデイ社の損益も連結決
算に含めております。
なお、今期の連結業績予想はイデイ社の業

績見通しを含めた数字で作成しております。
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続きまして、2025年10月期 第2四半期の
業績サマリーについてご説明いたします。
当第2四半期の実績は、売上高が21億

3,800万円（前年同期比31.2％増）、営業利
益が3億5,100万円（前年同期比37.9％増）、
当期純利益は2億4,200万円（前年同期比
39.7％増）となりました。グループ会社イデ
イ社の連結による事業規模の拡大に加え、当
社単体でも中間決算として過去最高の売上高
および営業利益を達成しております。
当第2四半期の業績向上に寄与した主なポ

イントについてご説明いたします。
当社は、持続的な成長を実現するために、

前期に引き続き「シェア拡大」「機能拡大」
「領域拡大」の3つの戦略を軸に取り組んで
まいりました。これにより業績の拡大を図る
とともに、事業体制の再構築を進め、より効
果的なマーケティング施策を実行可能な組織
体制を整備いたしました。また、イデイ社に
ついては、当第2四半期より業績を連結して
おり、売上高の増加に寄与しております。さ
らに、現在開催中の大阪・関西万博において
は、運営参加サプライヤーとして協賛し、企
業ブランドの認知向上にも取り組んでおりま
す。
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次にＰ/Ｌのサマリーについてご説明いた
します。
先ほどご報告申し上げたとおり、当第2四

半期の売上高は21億3,800万円、営業利益は
3億5,100万円となり、経常利益以下の数値
については、スライドに記載のとおりでござ
います。M&Aの効果も寄与し、全体として
業績は大きく拡大しております。通期業績予
想に対する進捗率は、売上高で約50％、営
業利益で約56％と、順調に推移しておりま
す。

次に当第2四半期における業績好調の要因
についてご説明いたします。
当社は、2024年10月期を初年度とする3か

年の中期経営計画において「顧客層の拡大」
を重点施策の一つに掲げております。これに
基づき、各種施策を実行した結果、既存の
ターゲット層を広げることができ、顧客基盤
の強化につながりました。顧客層の広がりに
伴い、取引額も増加し、さらに既存顧客への
アップセルも順調に推移しております。加え
て、プリントソリューション、デジタルクリ
エイト、オーダーグッズといった新規事業が
成長ドライバーとして機能し、事業ポート
フォリオ全体の拡大に寄与いたしました。こ
れらの新規事業は損益分岐点を超え、収益獲
得フェーズに移行しており、これも業績好調
の一因と考えております。
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次に新規事業の成長による効果について具
体的にご説明いたします。
これまで当社は、インクジェットプリント

事業を手がける企業として認知されておりま
した。しかし営業活動や広報活動を通じて現
在では、ノベルティや各種販促グッズ、デジ
タルサイネージ、大量印刷が必要なポスター
など、インクジェットの枠を超えた製品・
サービスの提供が可能であるという認知が着
実に広がってきております。さらに、株式会
社イデイを子会社化したことにより、デザイ
ンや企画の段階からご提案できる体制が整い、
より上流からのクリエイティブ提案が可能と
なりました。これにより、従来の顧客層にと
どまらず、より幅広いニーズを持つお客様に
対して、多様なソリューションを提供できる
ようになっています。
このような取り組みを通じて、当社が目指

す「総合的な販促支援企業」へと着実に進化
を遂げており、今後も中長期的な成長と企業
価値の向上を目指して各種施策を実行してま
いります。
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次に新規事業における取組みの詳細と進捗
についてご説明いたします。
プリントソリューションにつきましては、

プリント手法の多様化を進め、より柔軟なソ
リューション提供が可能となっております。
従来、ボリュームの多い制作物においてはイ
ンクジェットプリントでは価格面での制約が
ありましたが、現在ではインクジェットプリ
ントを含む最適な印刷方法を案件ごとにご提
案することで、受注機会の拡大につながって
おります。これにより、既存顧客を中心とし
ながらも、売上の拡大に大きく貢献していま
す。
オーダーグッズにおいては、大手Web

グッズ制作サイトとの協業を通じて制作ノウ
ハウを蓄積し、需要増加への対応を強化して
います。インクジェットと組み合わせたアク
リルPOPやノベルティ制作など、販促全体
を一括してご依頼いただける機会が増えてお
り、バナーやパネルと同様に、ウェアやノベ
ルティなども併せて受注できる体制を構築し
ています。実績としては、美容業界や自動車
ディーラー向けのノベルティ、ショッピング
モールでのイベント用グッズやスタッフウェ
アなど、さまざまな分野での受注が進んでお
り、今後も幅広い業界に対して提案を行って
まいります。
デジタルクリエイトでは、ZKDigimax社と

の事業提携を契機に、AIを搭載したサイネー
ジの拡販をリテール業界向けに進めておりま
す。ショールームの開設や展示会出展といっ
た積極的な営業活動を通じて、同社製サイ
ネージの導入実績も着実に積み上がっており、
今後もデジタル技術を活用した店舗支援ソ
リューションとしての提案を強化してまいり
ます。
このように、当社は従来のインクジェット

領域にとどまらず、プリント、グッズ、デジ
タルソリューションの各分野において事業の
多角化を推進し、総合的な販促支援企業とし
ての進化を続けています。
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次にグループ会社であるイデイ社の業績改
善についてご説明いたします。
イデイ社におきましては、当社グループに

参画したことによるシナジー効果が着実に現
れており、黒字化に向けて順調に進捗してお
ります。売上高に関しては、当社の多様な
サービスラインナップが加わったことにより、
より幅広い提案が可能となり、売上拡大に向
けた営業活動を強化しております。利益面に
つきましては、従来外部に委託していた製作
工程の一部を内製化することで、外注費など
のコスト削減を実現し、利益確保に努めてお
ります。

続きまして各四半期の売上推移についてご
説明いたします。
当第2四半期におきましては、各種施策が

奏功し、引き続き堅調に推移しております。
さらに、イデイ社の貢献も加わり、四半期単
位で過去最高の売上進捗を達成いたしました。
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次に過去5年間の業績推移についてご説明
いたします。
過去4年間にわたり、当社は着実に成長を

遂げてまいりましたが、当期より連結決算を
開始することから、大幅な売上および利益の
増加を計画しております。上半期終了時点に
おいては、売上高で約50％、営業利益で約
56％と期初の想定を上回る順調な進捗と
なっております。

次に貸借対照表の各数値でございます。
当期より連結ベースになりましたが、引き

続き強固な財務基盤を維持しており、自己資
本比率は82.1％となっております。
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次に当期の取り組みと進捗状況についてご
説明いたします。

Ⅱ 2025年10月期 取り組みと進捗状況

当社はシェア拡大、機能拡大、領域拡大の
三つの戦略を重点項目として掲げ、各種取り
組みを着実に実行し、事業拡大を推進してお
ります。
シェア拡大に関しては、各拠点における顧

客基盤の拡大を目指し、既存顧客への提案強
化および新規顧客獲得活動に注力しておりま
す。さらに、営業力の強化と効率化を図るた
め、販売管理システムの刷新や営業支援ツー
ルの導入も実施いたしました。
機能拡大および領域拡大については、

2024年12月2日にシンガポールのZKDigimax
社とデジタルサイネージの拡販に関する業務
提携契約を締結し、AIカメラ連動型デジタル
サイネージの国内展開に向けた取り組みを進
めております。また、販促のDX化を推進す
るスマートリテールソリューションとして、
国内企業向けに展開すべく、本年2月3日に
東京本社にショールームを開設し、提案活動
の強化を図っております。
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先ほどもご説明申し上げました通り、本年
2月3日に東京本社にて、最新のデジタルソ
リューションを体験いただけるショールーム
を開設いたしました。
本ショールームは、内装にリアル店舗を想

定したシンプルなディスプレイを採用してお
り、実際の導入シーンをイメージしながら体
験いただける空間となっております。単なる
展示スペースにとどまらず、リテール業界に
おけるデジタル活用の可能性を広げる実証の
場としての役割を担っております。当社は、
ZKDIGIMAX社との連携を一層深めつつ、リ
テール業界をはじめとする幅広い業界への導
入促進を目指してまいります。
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次に新規設備の導入についてご説明いたし
ます。
当社は「人に依存しない」生産工程の実現、

スマートファクトリー化を進めており、『高
い利益を生み出せる生産環境』の構築に向け
て、生産効率化、及び、工程のDX化に向け
た投資を進めております。
近年、印刷業界では短納期かつ多品種への

対応が急速に求められるようになっており、
当社においても、こうしたニーズに迅速かつ
柔軟に対応できる体制の整備が重要な課題と
なっておりました。特に、大規模案件や高精
細で多品種の印刷物に対する需要が増加する
中で、より高い生産性と品質の両立が不可欠
となっています。
こうした背景を踏まえ、当社ではミマキエ

ンジニアリング製の最新UVフラットベッド
プリンター「JFX600-2531」を新たに導入い
たしました。本機は従来機と比べて生産効率
が3倍以上向上しており、短納期でありなが
ら高品質な印刷物の提供を可能にします。こ
れにより、大規模案件への対応力が一段と強
化されるとともに、従来以上に多様化するお
客様のニーズにも柔軟に対応できる体制を構
築いたしました。
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当社は業務プロセスの最適化およびサステ
ナビリティ推進の一環として、オンデマンド
梱包箱作成システム「IB-1800」を新たに導
入いたしました。
これにより、梱包箱作成の自動化・効率化

を図るとともに、梱包資材の最適化によるコ
スト削減および環境負荷の低減を実現してお
ります。本システムの導入により、製品ごと
に最適なサイズの梱包箱をリアルタイムで生
成することが可能となり、従来のような規格
サイズによる余剰スペースや資材の無駄を大
幅に削減いたしました。
また、作業現場での梱包準備作業や在庫管

理にかかる負担も軽減され、業務全体の効率
向上にも寄与しております。従来は、事前に
多種類の箱を在庫として保有・管理する必要
があり、保管スペースの確保や在庫過多のリ
スクが課題となっておりました。
今回の導入により、必要なときに必要な分

だけ最適な梱包箱を作成できる体制が整い、
ジャストインタイムの物流体制の実現にもつ
ながっております。
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次にグループ会社イデイの什器の制作事例
を紹介します。
この事例では、韓国コスメを日常的に使用

する若年層の感性に寄り添ったデザインおよ
びコピーを企画しました。特に、購買意思決
定において重要な役割を果たす店頭で、商品
の存在感を最大限に引き出すことに成功し、
売上向上に大きく貢献しました。デザイン面
では、トレンドを的確に捉えた繊細なクリエ
イティブ表現や、消費者の手に取りたくなる
ような形状設計に注力することで、クライア
ントの意図を丁寧に汲み取った対応姿勢が高
く評価されました。その結果、通常はコンペ
形式で選定されるサプライヤーについて、イ
デイ社が指名発注を受けるという成果に至っ
ています。
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次に2025年10月期 業績予想と重要施策に
ついてご説明いたします。

Ⅲ 2025年10月期 業績予想
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2025年10月期の業績予想につきましては、
冒頭でご説明申し上げたとおり、株式会社イ
デイのグループ会社化に伴い、第1四半期の
連結会計期間末より連結決算を開始いたしま
す。イデイ社の損益は、第2四半期連結会計
期間以降の9か月間を連結決算に取り込む予
定でございます。

2025年10月期の連結ベースの売上高は43

億円、営業利益は6億3,100万円を見込んで
おり、その他各段階利益につきましても添付
資料のとおり増益を計画しております。通期
の売上高は過去最高を、営業利益は上場以来
の最高益更新を想定しております。なお、対
前期の増減率については、比較対象となる連
結会計年度がないため、記載を省略しており
ます。
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次に2024年11月8日に当社のグループ会社
となった株式会社イデイとのシナジー効果お
よび今後の展望についてご説明申し上げます。
当社は中期経営計画における事業戦略的ア

プローチとして、現在の主要顧客である広告
代理店に加え、メーカーや広告主といった顧
客層の拡大に取り組み、顧客基盤の強化を図
ることで売上の拡大を計画しております。こ
の戦略の実現に向けて、2024年11月8日に広
告・販促のエキスパートであるイデイ社の株
式を取得し、グループ会社化いたしました。
これにより、イデイ社が有する多数の広告主
が当社グループの顧客となり、当社の生産力
やサービスラインナップとイデイ社の販路お
よび企画提案力を組み合わせることで、グ
ループ全体の取引拡大が期待されます。
その結果として、当社が中期経営計画で掲

げる事業戦略をより一層推進できるものと考
えております。イデイ社は広告・販促分野の
専門家として、顧客の広告および販売促進に
関わる課題に真摯に向き合い、企画提案から
デザイン、運営までをワンストップでプロ
デュースしております。特に、リアルとデジ
タルを連携させたプロモーション企画や、環
境に配慮したオリジナルノベルティの企画開
発に強みを有しております。今後は、両社の
強みを最大限に活かし、生産体制を有する総
合販促支援企業として、グループ全体での顧
客層の拡大と業績向上を目指してまいります。
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イデイ社の業績につきましては、先にご説
明いたしました両社の強みを組み合わせるこ
とでシナジー効果を最大限に発揮し、売上高
は例年の水準をやや上回る見込みでございま
す。
また、生産の一部内製化や中間コストの削

減により、営業利益は4期ぶりの通期黒字化
を目指しております。なお、先にご説明申し
上げたとおり、2025年10月期より連結決算
を開始し、第2四半期以降の9か月分のイデ
イ社の業績を連結決算に取り込む予定でござ
います。
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次に2024年12月2日に公表いたしました、
ZKDigimax社とのデジタルサイネージ拡販に
向けた業務提携についてご説明いたします。
当社は「シェア拡大」「機能拡大」「領域

拡大」の三つの基本戦略を推進するため、
2021年に開始したデジタルサイネージ事業
を強化し、2024年12月2日にインドネシアの
ZKDigimax社と業務提携契約を締結いたしま
した。同社はインドネシア市場で約90％の
シェアを持ち、高性能モニターとAI対応シス
テムを提供しており、即時配信や来客分析な
ど多彩な機能を備えています。これらの製品
を国内企業に販売することで、「シェア拡
大」と「機能拡大」を推進いたします。
ZKDigimax社のシステムはAIカメラと連携し、
来客の男女比率や通行量、滞在時間などを一
元管理でき、即時配信や配信予約が可能です。
インドネシア国内の大手コンビニやファース
トフードチェーンをはじめ、14,000店舗以
上、世界22か国で導入されています。当社
は同製品と関連システムを国内企業に提供し、
小売業の効率化と顧客体験向上を支援し、新
たな市場開拓を目指してまいります。
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次に事業別の具体的な取り組みについてご
説明いたします。

2025年10月期は中期経営計画の2年目にあ
たり、「シェア拡大」「機能拡大」「領域拡
大」の三つの基本戦略を推進し、次の飛躍に
向けた基盤強化と成長準備を進める一年とい
たします。
インクジェットプリント事業は当社の主力

事業として、各拠点の営業体制強化、顧客基
盤拡大、生産体制の充実に取り組みます。
デジタルクリエイト事業では、

ZKDIGIMAX社との業務提携を活かし、国内
デジタルサイネージ市場での競争力強化を目
指します。
プリントソリューション事業では、全国規

模の需要に対応するため、東京・大阪に専任
営業を配置し、迅速な顧客対応と提案力の強
化により認知度向上と受注拡大を図ります。
オーダーグッズ事業は、アパレルEC販売

会社との連携によるノウハウ確立と内製化に
よる生産体制強化を進めてまいります。
ウェブプロモーション事業につきましては、

新規顧客開拓のためマーケティング活動に注
力するため、これまでの事業をECサイト運
営を担当するネット販売部門と、WEB集客
を通じた対面営業へのつなぎを担うマーケ
ティング部門に分割いたします。ネット販売
部門はセールスプロモーション事業へ統合し、
マーケティング部門は独立した部門として一
層の顧客開拓を推進いたします。



2025年10月期 第2四半期 決算説明レポート

21

M&A戦略は、当社のさらなる成長および
企業価値向上を実現するための極めて重要な
戦略と位置付けております。
今後も社内のM&Aプロジェクトチームを

中心に、積極的に情報収集や調査を行い、当
社事業とのシナジー効果、成長性、利益率な
どの観点から投資案件の検討を進めてまいり
ます。
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株主還元につきましては、当社は株主の皆
様へのより積極的な利益還元を目指し、事業
拡大のための成長投資を行いながら、安定的
な配当の継続を基本方針としております。
2026年10月期には配当性向40％を目標とし
てまいります。なお、現時点での2025年10

月期期末の配当予想額は、前期比10円増配
の70円を見込んでおります。

2024年10月期に新設いたしました株主優
待制度は、株主の皆様の日頃のご支援に感謝
するとともに、当社株式への投資魅力を高め、
中長期的な保有を促進することを目的として
おります。対象となる株主様および優待内容
は記載の通りで、引き続き実施してまいりま
す。
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次に2024年10月期を初年度とする 3 か年
の中期経営計画の進捗と今後の取り組みにつ
いてご報告いたします。

Ⅳ 中期経営計画の進捗
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中期経営計画の初年度においては、具体的
な実行施策を着実に推進し、次期以降の成長
につなげる取り組みを実施いたしました。
顧客層の拡大については、新たな潜在顧客

の発掘を目的にマーケティング機能を強化し、
多様なソリューションを展開いたしました。
2年目には独立したマーケティング部門の活
動をさらに活発化させ、顧客開拓を一層推進
してまいります。
スマートファクトリーの実現に向けては、

人員・工程・設備の観点から生産環境の最適
化を図り、生産効率化および工程のDX化に
取り組みました。2年目においては、引き続
き高収益体質の生産体制構築を目指し、生産
性および品質管理の向上に資する約1億円の
設備投資を計画実行しております。業務の標
準化を進め、「人に依存しない」技術による
生産工程の実現とスマートファクトリー化を
推進いたします。
パーパス経営の実践においては、企業の持

続的成長・発展を目的に新たに企業パーパス
を策定し、パーパス経営を開始いたしました。
変形労働時間制の廃止に伴うワークライフマ
ネジメント支援やオフィス環境の見直しも実
施しております。2年目には健康経営優良法
人認定取得に向けて従業員の働く環境を整備
し、パーパス経営の実現に向けた各種取り組
みを推進してまいります。
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参考資料につきましては、本日の説明は省
略させていただきます。

2025年10月期 第2四半期の決算説明は以
上でございます。
最後までご清聴いただき、誠にありがとう

ございました。
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